
 

 

チャレンジ！！オープンガバナンス 2016 市民／学生応募用紙 

 

地域課題タイト

ル 

（注） 

No. タイトル 自治体名 

10 

データや情報を活用して、流山市を好きになる

人を増やしたい 

 

流山市 

アイデア名 

（公開） 
流山オープンデータラボ 

（注）地域課題タイトルは、COG2016 サイトの中に記載してある応募自治体の地域課題名を記入してください。 

 

１．応募者情報 

チーム名（公開） Code for NAGAREYAMA 

チーム属性（公開） 
 

代表者情報 氏名（公開） 白澤 美幸 

 

※ 公開条件について 

次ページ以降の「2. アイデアの説明」でご記入いただく内容は、内容を確認した上で、クリエイ

ティブ・コモンズの CC BY（表示）4.0国際ライセンスで、公開します。ただし、申請者からの要請が

ある場合には、CC BY-NC（表示—非営利）4.0 国際ライセンスで公開しますので、申請の際にその

旨をお知らせください。いずれの場合もクレジットの付与対象は応募したチームの名称とします。 

（具体的なライセンスの条件につきましては、

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja、および、

https://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/legalcode.ja をご参照ください。また、クリエイ

ティブ・コモンズの解説もあります。https://creativecommons.jp/licenses/） 

 

（注意書き） 
＜応募の際のファイル名と送付先＞ 

１． 応募の際は、ファイル名を COG2016_応募用紙_具体的チーム名_該当自治体名にして、以下まで送付してください。東京大学

公共政策大学院の COG2016 サイトにある応募受付欄からもアクセスできます。 admin_padit_cog2016@pp.u-tokyo.ac.jp 

＜公開非公開など＞ 

２． アイデア名、チーム名、チーム属性、代表者氏名、「アイデアの説明」は公開されます。 

３． 上記の公開は、内容を確認した上で行います。（例えば公序良俗に違反するもの、剽窃があるものなどは公表いたしません） 

４． この応募内容のうち、「審査項目自己評価」は、非公開です。なお、内容に優れ今後の参考になりうると判断したものは、公開

審査後アドバイスの段階で相談の上公開することがあり得ます。 

５． 「アイデアの説明」中に、文章、写真、図画などで応募したチーム以外に知的所有権が属する箇所がある場合には、法令に

従った引用や知的所有権者の許諾を得るなどをした旨をそれぞれ注として書いてください。「審査項目自己評価」中も同様で

お願いします。 

＜チームメンバー名簿＞ 

６． チームメンバーは別紙のエクセルファイルに記載して提出してください。（2．の扱いによる代表者氏名を除き、他のメンバーに

関する情報は COG事務局からは非公開です。詳細は別紙をご覧下さい。）  

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/legalcode.ja
https://creativecommons.jp/licenses/


 

 

２．アイデアの説明（公開） 

データや資料を活用して課題の具体化とその解決につながるアイデア（公共サービス）のストー

リーを語ってください。 
(1) アイデアの内容（公開） 

アイデアは、だれがする、何をする、どこでする、いつする、どのようにするものなのかを考え

て、各要素を入れて内容を描きストーリーを整理していくとよいでしょう。以下の欄内でご記入くだ

さい。（必要に応じて図表を入れても構いません） 



 

 

【流山市の紹介】 
 

● 都心から一番近い森の街 

 

千葉県北西部に位置し、都心から約 25km、秋葉原からつくばエクスプレスで 20～25分。宅鉄法に伴い、

鉄道と宅地（区画整理事業）を一体開発中。面積 35.32km 人口 179,644人（11月 1日現在） 

目指すべき都市のイメージは「都心から一番近い森の街」 

 

 流山市を取り巻く環境変化 

江戸時代は醸造業で栄え、白みりんは流山市発祥と言われている。その後は、都心へ通勤するファミリ

ーが住むベッドタウンとして発展してきたが、目立つ観光資源や特産品、企業が少なく、全国的に流山

市の知名度やイメージが高いとはいえなかった。 

 

平成 18年につくばエクスプレスが開業し、都心へのアクセスが 20分台と良くなった。電車開業前に、

基礎自治体では初となるマーケティング課を平成 15年に設置し、首都圏在住の共働き子育て世帯

（DEWKS）を対象に定住人口を増加させるためのさまざまなプロモーションを行っている。 

 

人口はつくばエクスプレス開業前と比べ、約 25,000人増加、年齢別人口では 30歳から 40歳代の人口

が全体の 3割を超え、4歳以下の子どもの数も 2,700人ほど増えている。全国的に稀有な成功事例と

して、全国から視察が相次いでいるが、現状は増加している子どもに対して子育て環境の整備を量、質

とも確保していくのが課題である。 

 

【アイデア検討の背景】 
 

 流山では、TX開通に合わせた都市開発と、「母になるなら、流山市。」というキャッチフレーズを基にした

マーケティング展開が功を奏し、人気地区として認知され、周囲からの人口流入政策が成功している。 

＜論拠データ①＞ 

 

 一方で、人口流入政策成功の裏では、局所的にファミリー層の人口急増が起こり、それに対応する住環

境・子育て・教育環境の整備が追い付いていない状態である。 

＜論拠データ②＞ 

 

 これにより、「母になるなら、流山市。」に期待を抱いて転居したにも関わらず、待機児童が増えている、

地縁がなく周りに相談する人がいない等、現実の住環境・子育て・教育環境のギャップに直面する住民

の不満の声が出始めている。 

＜論拠データ③＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題の発生要因】 
 期待ギャップが発生する原因としては、転居のターゲット層と決定プロセスの中に構造的な問題があると



 

 

【解決策の方向性】 
 

 流山市としては、人口流入は歓迎すべき現象で、それを抑制することはしない（できない）一方で、転居

後の期待ギャップは解消したいと考えている。 

 

 解決のポイントは、受動的態度層（フワッとしたイメージに基づき行動する層→「フワッと層」）に対して転

居検討時に流山の課題も含めた生の情報をインプットし、吟味をしてもらう事。これにより「それも承知の

上で」流山を選び、能動的な姿勢（十分に情報収集・吟味をして中身を詰めた上で行動する層→「ソリッド

層」）となり転居・地域生活に入って頂く事をゴールとした。 

 

 但し、まだ広範な地域を対象として転居の検討をしている初期段階において、流山の課題を周知するの

は効率的ではない。このため、流山へ

の転居見込み層が接点となるマンシ

ョンデベロッパーやハウスメーカー

を介して、物件検討者に流山の課題を

インプットする為の施策を具体的アイデ

アとして落とし込んだ。 

 

 また、受動的態度から能動的態度（ソリ

ッド層）に転換した住民に対しても、転居

後に積極的に地域活動に参加してもらう

ための仕掛け・仕組みも併せて検討し

た。 

 

【施策の具体的アイデア】 
 

上記の方向性を前提に、我々のできる事のアイデア出しを行った。 

 

1. 流山オープンデータラボ（データビジュアライゼーションサイト） 

2. Humans of NagareYama 〜流山の人々〜（流山で暮らす「人」のルポルタージュサイト） 

3. 流山データ分析入門講座（地域オープンデータ利活用フォーラム＆ワークショップ） 

 

以下、個別に説明 

街選びの際に知りたいこと  

1 •引用元：2015年 住宅検討者調査（N=1,246）／リクルート住まいカンパニー 

+5.0
全体値より5ポイント

以上高い数値

-5.0
全体値より5ポイント

以上低い数値

（ （ （  



 

 

1. 流山オープンデータラボ 

 

 コンセプト 

「流山オープンデータラボ」は、流

山市の過去〜現在〜未来の姿を

データビジュアライゼーションを使

って発見・発信していくコミュニテ

ィです。近い将来、街に訪れる潜

在的な課題や他の自治体との特

徴的な差異など、普段の生活の

中ではなかなか気づくことのでき

ない、流山市の「リアル」を分かり

やすい表やグラフなどのデータビ

ジュアライゼーションで切り取って発信していきます。トピックに対する自由な感想や意見を交換し、街をより

良くするための議論を深めるきっかけになることを目指します。対象は、流山在住の方々あるいは転入を検

討している方々、流山市について理解を深めたいと考えているすべての方々です。また今後、継続的に多く

の方に情報発信してもらえる環境づくりとして、データの入手方法や分析の基礎、ビジュアライゼーションツ

ールや使い方などのサポート情報も発信していく予定です。（画面イメージ、上図） 

 

 構成 

1 トピック 1データ（表・グラフなどのビジュアルブロック）が基本。有志メンバーは流山に関する問題提起や

改善提案など、データの示す事実に基づいてブログ形式で自由に情報を発信していきます。 

 

 ポリシー 

むやみに不安を煽るような文章や、特定の人物・団体を中傷するような内容は発信しない。データに基づい

た事実と、より良くするためのポジティブな提案であることを基本とする。発信者は、データの出典や提案者

を明確にし、それを確認する術を用意することで、情報の対称性維持に努める。 

 

 サイトについて 

一般向け URL 

http://scout-withdrawal-60480.netlify.com/ 

 

制作者向け GitHub（デプロイ前） 

https://github.com/nlabo/opendata/tree/master/content/posts 

 

http://scout-withdrawal-60480.netlify.com/
https://github.com/nlabo/opendata/tree/master/content/posts


 

 

2. Humans of NagareYama 〜流山の人々〜 
 

 コンセプト 

「Humans of NagareYama」は、流山で暮らす様々な人々にフォーカスしたルポルタージュサイトです。街の

人々の「リアル」を切り取り、そこでの暮らしぶりの良いところや課題となりそうな部分などその人の個人的

な想いを包み隠さずお届けします。ルポ＋事務局が追加した客観的なデータや解説を見ることで今後流山

市に求めること、求められることが発見できるかもしれません。「地元で誰かと繋がりたい」想いを抱える流

山の人々の PRの場としても使えるような、市民が主役のメディアを目指します。 

 

 構成 

1 トピック 1データ（表・グラフなどのビジュアルブロック）が基本。有志メンバーは流山に関する問題提起や

改善提案など、データの示す事実に基づいてブログ形式で自由に情報を発信していきます。 

 

 ポリシー 

むやみに不安を煽るような文章や、特定の人物・団体を中傷するような内容は発信しない。データに基づい

た事実と、より良くするためのポジティブな提案であることを基本とする。発信者は、データの出典や提案者

を明確にし、それを確認する術を用意することで、情報の対称性維持に努める。 



 

 

3. 流山データ分析入門講座 
 

CodeForNagareyama 拡張版としての不定期開催を予定しています 
 

 コンセプト 

多くの人に地域オープンデータやその活用に興味を持ってもらうためのフォーラム＆ワークショップ。 

 

 背景 

昨今多くの自治体では様々な情報公開を進め、透明性、納得性の高い自治体運営であることに力を注いで

います。世の AIや機械学習技術の進化によりデータ分析技術は格段に進み、その知見をオープンソース

ライブラリとして無償で公開する流れが強まっており、データとそれを分析する技術が市民の手の届くもの

になってきています。しかしその一方、提供されるそのデータの扱い難さに関する問題や、それを活用する

ために必要な市民の情報リテラシーなどの課題があり、十分にオープンデータ活用が進んでいるという状

態にはありません。 

 
そこで、その間をつなぐために必要な知識や技術を学習する場を有志によって創出していきます。基礎的な

データ分析技術や元となる課題抽出の方法論など、日常的に使える技術・知識のレクチャーも兼ね、学生

から中高年までの参加モチベーションを高められるカリキュラムを用意。長期的な視点でデータ分析を行え

る人材を輩出していくことで、市民発のデータ分析・発信を促進していく。 

 構成（案） 

 データの種類 

pdf/csv/xls/txt 

 データ公開事例 

 データの収集方法オープンデータ 

WEB APIの活用/WEBスクレイピング/IoTの活用 

 データの操作クレンジングの手法 

 プログラミングの初歩 

Bash/Python/R 

 分析手法の種類 

回帰分析・重回帰分析/クラスタ分析/機械学習・強化学習/自然言語処理 

 クラウドを使った分析 

 Google Cloud Platform 

BigQuery/CloudDatalab/Data/Microsoft Azure 

 一連の分析自動化 

 データビジュアライゼーション 

 Business Intelligence 

Google DataStudio/Tableau/D3.js 

 データの公開方法 

WEBホスティング/ブログの開設/SNSへの投稿 

 



 

 

 (2) アイデアの論拠（公開） 

アイデアの論拠（なぜこのアイデアにするのか）を、それをサポートする数値データ（実績、統計

やアンケートなど数字であらわされるもの）や証拠（資料や計画、既存の施策など）（以下：総称し

て「データ類」といいます）などを含めつつご記入ください。数値データや証拠は出所を明らかにし

てください。以下の 2ページの欄内におさまるようお願いします。 

＜論拠データ①＞ 
 

流山市は、平成 17年と比較して人口が 2万人以上も増加している 

① –１ 流山人口増グラフ.jpg（下図右） 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/appeal/9577/009582.html 

① –2全国転入超過上位市町村一覧（下図左） 

出典 ： 総務省 統計 

 

＜論拠データ②＞ 
 

整備を進めているが、需要に対して供給が追い付いていない 

② –1流山市区画整理地図.jpg（下図右） 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/life/30/227/001308.html 

 

② –2おおたかの森小学校の児童推計.xlsx（下図左） 

議会公開資料より 

 
 

＜論拠データ③＞ 
 

流山市子ども・子育て会議 平成 28年度会議録 アンケート集計結果 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/770/h28.siryou

4.pdf 

Ｈ２８年 子ども子育て会議でのアンケート結果（自由記述回答） 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/770/h28.siryou

5.pdf 

 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/appeal/9577/009582.htm
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/appeal/9577/009582.htm
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/life/30/227/001308.html
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/770/h28.siryou4.pdf
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/770/h28.siryou4.pdf
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/770/h28.siryou5.pdf
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/770/h28.siryou5.pdf


 

 

（自由回答欄次頁） 

 



 

 

3) アイデア実現までの流れ（公開） 

アイデアを実現する主体、アイデアの実現にいたるプロセスとマイルストーン等、アイデア実現

までの大まかな流れについて、以下の欄内におさまるよう、簡潔にご記入ください。（必要に応じて

図表を入れても構いません） 



 

 

 
アイデア実現に向けては、Code For NAGAREYAMAが事務局となり、IODD（International Open Data Day）を

軸としてアイデア創出～検討～実施までの流れを仕組み化、市民による地域課題解決活動が継続する流れ

を構築する。 

 

 

1. 流山オープンデータラボ（データビジュアライゼーションサイト） 

 2017年 1月 流山市オープンデータ利活用講座にて活用方法の事例を説明 

 同   3月 IODD2017にてリリース 

 同       データソン（データを利用したアイディアソン）実施 

 同 4月以降 紙面化 

 

2. Humans of NagareYama 〜流山の人々〜 

     （流山で暮らす「人」のルポルタージュサイト） 

 2017年 4月以降 ポータルの概要、構築を予定 

 

3. 流山データ分析入門講座 

（地域オープンデータ利活用フォーラム＆ワークショップ） 

 2017年 4月 入門講座開口に向け準備  

 LOD（Linked Open Data勉強会 

 

 

(4) そのほか（公開） 



 

 

アイデアのアピールポイントや、アイデア実現に当たっての制約があればそれとその当面の解

決方法、さらに将来の発展可能性（例えば「将来的に xx という制約をクリアできれば、追加で○○

ということが実現できる」など）について、以下の欄内におさまるよう、簡潔にご記入ください。 
 

 アピールポイント 
 

本プロジェクトは、一つのアイデアで一つの課題解決をするだけに留まらず、市民自らが市民の意識啓蒙

を行い、自らの抱える地域課題を解決していく「サスティナブルな改善サイクルの構築」を思想の根本に

置いており、成功すれば日本全体に展開でき得るという点で、社会に求められていると自負している。 

 

 

 制約条件 
 

本プロジェクトは、まずは流山に流入する層を前提として、生活を取り巻く広範な課題を対象としている。 

それぞれの課題については、現状でも何かしらの取組や制度は存在するが、その前提が地域や属性、特

定の課題などのみを対象とした「旧来の枠組み」の中で細分化されたものとなっており、現状の流入層が

リーチすることができず、抱えている不満/不安を解消するものではない。 

 

この「旧来の枠組み」は、従来の発展の中で効率的な形として構築されたものであったが、大きく環境が

変化している現状においては必ずしも対応できているとは言えないが、ヒト（組織）/モノ（施設）/カネ（予

算）が旧来型で割り振られており、この枠組みを維持しながらリソースを確保していくことが困難という点

が制約条件である。 

 

これに対し、市民の層（クラスタ）別に共通する課題を旧来の枠組み（地域や組織体など）を超えて配分さ

れるようになれば、流入層だけでなく市民全体に展開でき得る点で発展性が見込まれる。 

 


